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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第68期
第１四半期
連結累計期間

第69期
第１四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 12,884,276 14,894,042 92,146,627

経常利益 (千円) 321,051 1,229,014 6,687,810

四半期(当期)純利益 (千円) 207,577 720,246 3,691,033

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △80,308 667,453 2,846,767

純資産額 (千円) 33,166,499 36,116,661 36,090,678

総資産額 (千円) 56,332,644 61,021,111 70,116,924

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 5.82 20.21 103.58

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 58.9 59.2 51.5

(注)  １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

 ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 ４　第68期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　
  (1)　業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい

状況が続くなか、種々のリスクや懸念は残るものの、生産活動や海外経済の緩やかな回復に伴い、今後

景気が持ち直していくことが期待される状況にあります。

建設業界においては、民間住宅投資は大震災の影響で一旦停滞したものの、マンションを中心に住宅

着工戸数の回復が見られ、民間非住宅建設投資も当年度後半にかけての回復が期待されます。

また、政府建設投資も、当初予算では公共事業関係費等が減少する一方、大震災関連の補正予算増加

が見込まれますが、業界全体の厳しい経営環境は依然続くものと考えられます。

このような状況のなかで、当社グループは、３ヵ年の中期経営計画の最終年度を迎え、目標達成に向

けた諸施策を推進中であります。

当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、基調としては極めて厳しい受注環境が続くなか

で、当期間の一時的な特殊要因として大震災復旧工事等の計上があり、売上高は、前年同期比2,009百万

円増加し、14,894百万円となりました。

売上総利益は、前年同期比562百万円増加し、2,180百万円となりました。また、貸倒引当金戻入額を販

売費及び一般管理費に計上した結果、営業利益は、前年同期比925百万円増加の1,103百万円、経常利益

は、前年同期比907百万円増加の1,229百万円、四半期純利益は、前年同期比512百万円増加の720百万円

となりました。

　
セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、セグメントの売上高につきましては、外部顧客への

売上高を記載しております。

（土木事業）

受注高は14,069百万円（前年同期比12.0％増）、売上高は11,102百万円（前年同期比30.1％増）とな

りました。

売上高のうち工事進行基準による計上額は5,720百万円であり、次期繰越高は28,921百万円となりまし

た。

セグメント利益は790百万円となりました。

（建築事業）

受注高は4,709百万円（前年同期比5.0％減）、売上高は3,601百万円（前年同期比12.7％減）となりま

した。

売上高のうち工事進行基準による計上額は2,111百万円であり、次期繰越高は8,929百万円となりまし

た。

セグメント利益は300百万円となりました。
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（その他）

売上高は190百万円で、その主なものは不動産賃貸収入であります。

セグメント損失は６百万円となりました。

　
  (2)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した、事業上及び財務上の

対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

  (3)　研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は３百万円であります。 

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 138,900,000

計 138,900,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 36,100,00036,100,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は1,000株であります。

計 36,100,00036,100,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月30日 － 36,100,000 － 2,810,000 － 2,264,004

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

 
 (自己保有株式)
普通株式

468,000
 
(相互保有株式)
普通株式

1,000
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

35,451,000
35,451 ―

単元未満株式
普通株式

180,000
― 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 36,100,000― ―

総株主の議決権 ― 35,451 ―

(注) １  「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式2,000株(議決権２個)が含まれ

ております。

２  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式118株が含まれております。

３  当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成23年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

② 【自己株式等】

　 　 　 　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
東鉄工業株式会社

東京都新宿区信濃町34番
地ＪＲ信濃町ビル４階

468,000― 468,000 1.30

(相互保有株式)
株式会社全溶

東京都練馬区東大泉２丁目
11番６号

1,000 ― 1,000 0.00

計 ― 469,000― 469,000 1.30

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載し

ております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

　

　

EDINET提出書類

東鉄工業株式会社(E00112)

四半期報告書

 8/18



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 10,772,037 10,374,127

受取手形・完成工事未収入金等 38,222,789 25,864,988

未成工事支出金等 3,848,654 8,197,152

繰延税金資産 1,370,022 888,409

その他 2,182,493 1,941,440

貸倒引当金 △414,454 △113,015

流動資産合計 55,981,542 47,153,103

固定資産

有形固定資産 6,426,407 6,301,488

無形固定資産 411,530 370,023

投資その他の資産

投資有価証券 6,809,368 6,707,964

その他 2,453,809 2,452,306

貸倒引当金 △1,965,734 △1,963,775

投資その他の資産合計 7,297,443 7,196,496

固定資産合計 14,135,381 13,868,007

資産合計 70,116,924 61,021,111
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 23,136,378 16,661,507

未払法人税等 1,611,771 11,937

未成工事受入金 1,126,709 1,433,133

完成工事補償引当金 96,500 86,900

賞与引当金 1,340,128 486,397

工事損失引当金 658,202 701,113

災害損失引当金 31,323 30,300

その他 4,180,750 3,738,868

流動負債合計 32,181,764 23,150,158

固定負債

繰延税金負債 75,879 58,691

退職給付引当金 549,633 511,307

その他 1,218,968 1,184,291

固定負債合計 1,844,481 1,754,290

負債合計 34,026,245 24,904,449

純資産の部

株主資本

資本金 2,810,000 2,810,000

資本剰余金 2,350,582 2,350,582

利益剰余金 30,620,832 30,699,705

自己株式 △152,403 △152,500

株主資本合計 35,629,011 35,707,787

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 461,667 408,874

その他の包括利益累計額合計 461,667 408,874

純資産合計 36,090,678 36,116,661

負債純資産合計 70,116,924 61,021,111
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高

完成工事高 12,657,667 14,703,439

付帯事業売上高 226,608 190,602

売上高合計 12,884,276 14,894,042

売上原価

完成工事原価 11,106,322 12,573,075

付帯事業売上原価 159,877 140,201

売上原価合計 11,266,199 12,713,277

売上総利益

完成工事総利益 1,551,345 2,130,363

付帯事業総利益 66,731 50,401

売上総利益合計 1,618,076 2,180,765

販売費及び一般管理費 1,440,256 1,077,206

営業利益 177,820 1,103,558

営業外収益

受取利息 757 879

受取配当金 100,598 116,942

持分法による投資利益 12,408 －

その他 30,083 25,185

営業外収益合計 143,849 143,008

営業外費用

支払利息 557 398

持分法による投資損失 － 17,062

その他 60 91

営業外費用合計 618 17,552

経常利益 321,051 1,229,014

特別利益

貸倒引当金戻入額 228,165 －

固定資産売却益 61 －

特別利益合計 228,226 －

特別損失

固定資産除却損 4,448 743

投資有価証券評価損 106,779 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 46,258 －

ゴルフ会員権評価損 2,750 －

災害による損失 － 2,572

特別損失合計 160,236 3,315

税金等調整前四半期純利益 389,041 1,225,699

法人税、住民税及び事業税 15,867 15,136

法人税等調整額 165,596 490,317

法人税等合計 181,464 505,453

少数株主損益調整前四半期純利益 207,577 720,246

四半期純利益 207,577 720,246
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 207,577 720,246

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △286,398 △52,247

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,486 △545

その他の包括利益合計 △287,885 △52,792

四半期包括利益 △80,308 667,453

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △80,308 667,453

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【追加情報】

　

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

なお、「金融商品会計に関する実務指針」（日本公認会計士協会会計制度委員会報告第14号）が平成23年３月

29日付で一部改正されたことに伴い、従来「特別利益」に含めて計上しておりました「貸倒引当金戻入額」は、当

第１四半期連結累計期間から「販売費及び一般管理費」及び「営業外収益」に含めて計上しております。

　

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

偶発債務（保証債務）

連結会社以外の会社の金融機関からの借入等に対

し債務保証を行っております。

（銀行借入金保証） 千円

　㈲サン・イズミ 346,000

　従業員（住宅融資制度） 245,279

　計 591,279

 

偶発債務（保証債務）

連結会社以外の会社の金融機関からの借入等に対

し債務保証を行っております。

（銀行借入金保証） 千円

　㈲サン・イズミ 344,900

　従業員（住宅融資制度） 238,260

　計 583,160
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(四半期連結損益計算書関係)

　

  売上高の季節的変動

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)及び当第１四半期連結累

計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

当社グループの売上高は、土木事業及び建築事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四半期

連結会計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における売上

高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動があります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。
　

前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

減価償却費 242,954千円減価償却費 224,103千円

　

(株主資本等関係)

　

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年6月25日
定時株主総会

普通株式 570,201 16平成22年３月31日 平成22年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 641,373 18平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結損益
計算書計上額
（注３）　 土木事業 建築事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 8,530,5744,127,09212,657,667226,60812,884,276－ 12,884,276

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ 5,469 5,46952,30257,771△57,771 －

計 8,530,5744,132,56212,663,137278,91112,942,048△57,77112,884,276

セグメント利益又は損失
（△）

144,95234,638179,590△3,179176,4111,409 177,820

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業並びに水処理事業を

始めとした環境事業等を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結損益
計算書計上額
（注３）　 土木事業 建築事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 11,102,2773,601,16214,703,439190,60214,894,042－ 14,894,042

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ 4,364 4,36461,40465,768△65,768 －

計 11,102,2773,605,52614,707,804252,00614,959,811△65,76814,894,042

セグメント利益又は損失
（△）

790,634300,7981,091,432△6,4971,084,93518,622 1,103,558

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業及び環境事業等を含

んでおります。

２　セグメント利益又は損失の調整額18,622千円は、セグメント間取引消去2,765千円及び固定資産の未実現損益

の調整額15,857千円であります。

３　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益 5円82銭 20円21銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益(千円) 207,577 720,246

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 207,577 720,246

普通株式の期中平均株式数(千株) 35,637 35,631

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月10日

東鉄工業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    高　村　　　　守　　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    阿　部　　與　直　　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東鉄
工業株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東鉄工業株式会社及び連結子会社の平成23年
６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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